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３－５   増川将雄〔昭和６１年〕ｐ．５１９。
３－６　小川誠〔昭和２８年〕ｐ．２０８－２０９。
３－７　石川県『石川県石川郡誌』〔昭和２年〕ｐ．２。中川健〔昭和６１年〕ｐ．３６７。
３－８　増川将雄〔昭和６１年〕ｐ．５１８にも記述されている。また、２００間の水路、３万坪（１０ha）
と具体的に記述されており、事実と推定する。ただし、『安原村村是』〔明治３４年〕、酒匂
常明〔明治２６年〕、『石川県耕地整理事蹟』〔明治３３年〕には言及されておらず、事実でな
いとの疑いは残る。この明治１４年の水路改修の詳細は不明である。
３－９　酒匂常明〔明治２６年〕ｐ．６による。
３－１０　『勧業年報　明治２０年』〔明治２３年〕による。石川郡立模範農場の田区整理の発端および
上安原の田区改正の発端の通説、即ち明治２０年１月の地方官会議における樋田魯一の欧
州視察談の耕地整理と岩村正俊石川県知事の出席と深い印象とする通説とその批判につ
いては、須々田黎吉〔１９８１年〕ｐ．２－４および田山輝明〔１９８８年〕ｐ．３１２－３２４を参照。ま
た、明治２０年１月の地方官会議は『安原村村是』〔明治３４年〕、酒匂常明〔明治２６年〕、
『石川県勧業年報　２０年』〔明治２３年〕、『石川県耕地整理事蹟』〔明治３３年〕には言及、
記述されていない。筆者は須々田黎吉、田山輝明に賛成、同意する。付録資料を参照さ
れたい。『石川県耕地整理事蹟』〔明治３３年〕ｐ．３は、石川郡立模範農場の田区整理の実
施者として渡辺譲三郎をあげている。
３－１１　中川健〔昭和６１年〕ｐ．３６３－３６４と図－１石川郡模範農場図（田───筆者）区改正前後図
も参照。
４－１　安達敬之は石川県士族であり、明治３年に金沢藩に正租掛として出仕し、七尾県、石川
県と租税、勧業などに務めている。途中不明。その後、石川郡長（明治１３年１１月－明治
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２３年１２月）、能美郡長（明治２３年１２月－明治２４年７月）を務め、辞任している。『石川県
史料　第四編　制度部官員履歴』〔昭和４９年〕、『石川県石川郡誌』〔昭和２年〕、『石川県
能美郡誌』〔大正１２年〕による。
４－２　『石川県耕地整理事蹟』〔明治３３年〕ｐ．４とｐ．６
４－３　『安原村村是』〔明治３４年〕ｐ．３４から推定される。安達石川郡長と高多久兵衛の最初の上
安原の田区改正に関する会談の期日は確定できない。
４－４　安達郡長の提案であった。『安原村村是』〔明治３４年〕ｐ．３４上記引用文による。なお、地
割も田区改正と同じく上安原村１村（字）を対象区域としていた。
４－５　安達郡長の提案か高多久兵衛の決心か不明である。ただし、耕地整理の実績を急いであ
げたかった安達郡長の提案の可能性が高いと推察する。
４－６　この最初の集会の期日は確定できない。
４－７　上安原の田区改正の工事が明治２１年稲作前に実施され、明治２１年の稲刈り後に延期され
なかったか不明である。なお、酒匂常明〔明治２６年〕ｐ．２７によればその後に実施された
上金石の田区改正は協議設計などの準備に２年間を費やし、明治２４年の稲刈り後に工事
に着手し、１月と２月は降雪により休み、５月の田植え前に予定された工事を竣工して
いる。
５－１　増川将雄〔昭和６１年〕ｐ．５２２。
５－２　増川将雄〔昭和６１年〕ｐ．５２２。
５－３　増川将雄〔昭和６１年〕ｐ．５２２　表－４。
５－４　増川将雄〔昭和６１年〕ｐ．５２２　表－４による。
５－５　例えば酒匂常明〔明治２６年〕付図　石川郡上安原村田区改正図。
５－６　上野英三郎〔明治３８年〕ｐ．２７２－２７３。石川式の耕地整理の基本区画設計が、どのように
発案されたか不明である。
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